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分 野 ： Reading，
　 ESP

　　国際 ビ ジ ネス 科に お け る ESP の 実践 ：

英文読解講座 （社会心 理 学の 文 献を参考に）

An　ESP　ApProach　to　Teaching　Reading　to　International　Business

　　　　　　　Students：　Reading　on 　Social　Psychology

渋 谷 　由紀 （敬 愛大学 ）

　 グ U 一バ ル 化 が進展す る国 際 ビ ジネス 分野 で 働 く職 業人 の 、英 語 に 対す る ニ ーズ や 目

的に あ っ た 英語力の 向 上を 目指すた め に、ESP ア ブ m 一チ を取 り入れ た英語教 育 が 求め

られ て い る 。 本報 告は 、千葉県が 大学委託再就職 訓練 コ ース と し て 、K 大学キ ャ リア 教育

セ ン タ
ー

に委託 した 「国際 ビ ジネ ス 科」 の 講義課 目の 1 科 目と して 開講 された 「英文読解

講座 （社会 心 理学の 文献 を参 考 に）」 の 取 り紐 み を紹 介す る。 ESP ア プ ロ
ーチ を取 り入

れ た 専門英語 を知 識 とと もに教育 し、国 際的 な ビジネ ス ・シ ーン で 効 果 的な英語教 育プ

ロ グ ラ ム の 作 成に 向 けて の 可 能性 を探 っ た。

1 ．授業の カ リキ ュ ラム上 の 位置づ け

　大 学委 託 再就職訓練は 、千葉県が 求職活動者 を対象 に 、民 間教育 ・訓練機 関等 に 委託 し

て 、 就職 に役 立 つ 職業訓練を実施す るもの で あ り、受講対象者は 、 海外 と取引の あ る メ
ー

カ
ー ・商社 の 営業職 ・貿易事務職等 へ の 再就職 希望 者 で あ る 。

コ
ー

ス 全 体の 目標 は英語力

の 向上 と実務知 識 の 修得 を 目指 ざし て い る （コ
ー

ス の 他 の 英語 関連科 目は 、 商業英語 、 英

文 会計 、
ビ ジネ ス 英 会話 、TOEIce対策、英 文 ラ イテ ィ ン グ、通 訳 ト レ

ー
ニ ン グ 、 法 律英語

入門 な ど）。
「情報化 社会」 に お い て 、情報 を迅速か つ 的確 に 収 集 し 、 読み 解 くた め の 英 文

速 読 力は 必 須 で あ る 。 英 文速読 力 の 基 礎 とな る パ ラ グ ラ フ ・リ
ーデ ィ ン グ と 、 国際 ビ ジ ネ

ス ・シ
ー

ン で 役立 つ 「心 理 学」 へ の ニ
ーズ に応 え るた め 、 本講座 は 、

ビ ジネ ス の 場面で も

な じみ の あ る社会心 理 学 の トピ ッ ク （対人心 理 学や異文化 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 等）の 文

献や記事 を教材 と して 、 英文の 構造を学ん で い く科 目 と して 2006 年 9 月 か ら 12 月 ま で

の 10 週 間 、 全 10 回 に わた っ て 開講 され た 。

2 ．受講生 と二 一 ズ へ の 配 慮

　 コ ー
ス 入 学 の 語 学基準 を満 た した 社会入 学生 1Q 名、　 K 大学学部生 3 名 と の 計 13名 （K

大学 の 学部生か らも 自由講座 と し て 受講 生を募 っ た ）。 受講 生 の TOEICo ス コ ア の 範囲 は

490〜700 で あ っ た （600 点台が 6 名 ）。 受講生 の 将来 の 職業 環境 、カ リキ ュ ラ ム か らの

要請 、
コ ー ス 開始時 の 受講 生 の ア ン ケ ー ト、英語カ レ ベ ル な ど を検討 し、社会心 理 学 の

文献読解 を 通 じ て 、英文速読 ・読解力 、語彙力 の 向上 と、英語 で 意 見す る こ との 練 習 を

中 心 と した指導 内容 を決 定 し た 。

3 ．援 藁概要

1 ） 授 業 目的

・ 英 文パ ラグラ フ の 考 え方 を詳 しく指導 し、パ ラ グラ フ ・リ
ーデ ィ ン グを 実践す る 。

　　テ キ ス トの 中の 情報 順位 を ラン ク づ け し、パ ラ グ ラ フ 全 体 の 一貫性 を意識 しなが ら
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　 内容 （情報） をパ ラグ ラフ ごとに的確に 把握す るパ ラ グラ フ ・リーディ ン グの 技術

　 を学び 、 英文 読解力を向上 させ る 。

・ 社会心 理 学 の ト ピ ッ ク （説得 、 非言語 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 、グル
ープ の 影響 、ス テ

　 レ オ タ イ プ と偏見 、 対人 魅力、社会 的 ジ レ ン マ 等 ） に関連 した 文献 をテ キ ス トとし

　 て 、 社会 心理 学の 基本的 な理論 と概 念 を学ぶ
1）
。

2 ） 授業の 構成 と指導 内容

　ク ラ ス サイ ズ は 小 さ く、受講生 の 動 機づ け も高か っ た た め 、教室 活動形態は 、個入 単位

の 自発的 な発言 を中心 と し た 。受講 生 の 社 会心 理 学に 対す る興 味は 高か っ たが 、殆 どが 専

門知識 を持 た ずに 受講 し た た め、教授方法 は 「provider 型」
2｝

の 教授法 を用 い た。 コ
ー

ス の

第 1−3 週で 、パ ラ グ ラ フ ・り一ディ ン グ の た め の 基本的 ス キル に っ い て 解説 し、第 4 週 か

らパ ラ グ ラ フ ・り一デ ィ ン グ を実践 し た 。具体 的な授業 の 進行方法は以 下 の 通 りで ある 。

・　 トピ ッ ク の 解説 。取 り 上 げた テ キ ス トに 関す る背景的 な知識 を提供 c 専門用 語 の 説 明 。

　 受講生 が 内容 に 関連 し た経験や知 識 を 日本語 で 発表す る 。

・
テ キ ス トを読 ん で 、パ ラグ ラ フ 毎 の main 　 idea を英語 で ま とめて発 表す る 。

・ パ ラ グ ラ フ の 構造 と展開を分析 し、ア ウ トライ ン をま と め て発 表す る 。

・ 内容 の 理解を確認 す る問題 を解く。

4 ．受講生か ちの 評衢 と今 後の 課題

　 コ ー
ス の 後半で 行 な っ た受講生か らの 自由記述式ア ン ケ

ー
トか ら 、 トピ ッ ク に つ い て は

「社会心 理 学 に與 味を持 つ よ うに なっ た 」 「実践的 で役 立 っ 学問で 、 も っ と勉強 した い と思

うよ うに な っ た 」 と い うよ うな意見 が 寄せ られ た が 、 教材 に つ い て は 、 殆 ど の 受講 生 が 祉

会心 理 学の 背景的知識 を持 た な か っ たた め 「テ キ ス トが 難 しす ぎる 」 と い う意見 が 多くみ

られた。「パ ラ グ ラ フ の 読み 方 を理 解で きる よ うに な る と、英文 全部や 全て の 単語 を理 解 し

て い な くて も大 体 の 意 味 を把握 で きる よ うに な る とわ か っ た 」 の よ うな感想 に 代表 され る

よ うに 、英 文 速読力に つ い て は
一

定 の 効果が あ っ た こ とが 伺 え る 。 しか し 、 カ リキ ュ ラ ム

上 の 本講座 の 位 置づ け が コ ー ス 開始前 に 受講生 に明 確 に 伝 え られ て い なか っ た た め
、

「なぜ

社会心 理 学 と英文読解な の か 、それ ぞれ別 の 授業 でや っ た ほ うが わ か りやすい の で は な い

か 」 とい う疑問 を多く の 受講生 に 持た せ て し ま うこ とに な っ て し ま っ た。

　本講座 は 、社会心理 学的 な視点を学び な が ら英文 読解力 を高め るた め に ESP ア プ ロ
ーチ

を取 り入れ て い く こ とを提 案 し、そ の 具体的方法 を模索す る こ とを 目的 と し た が 、あ く ま

で も試験的 な段 階で あ る。 コ ー ス 開始前 に 受 講 生 に 対 し て 「何 を どの よ うな 目 的 で ど

の よ うに 教 え る か 」 とい う情報 を 明確 に 伝 え る 必 要 性 が あ る こ と 、 受講生 の 英語 能

力 ・背景的 知 識 と コ
ー

ス の 達 成 目標 と の ギ ャ ッ プ を認 識す る こ とな ど の 課 題 が 残 さ

れ た 。 しか し 、 本講座 の 試み は 、英語 で の ビ ジネ ス 実務能 力 の 養成 に焦点を当て た
一般的

な 「ビジネ ス 英語 i 「貿易英語」 などの 科 口 とは
一

線 を画 し、英 語能 力 の 向 上 と共 に 、
ビ ジ

ネ ス ・シ
ー

ン にお け る心理 学 的 知識 と 「国際感 覚」 「異文化 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 」 等 の 情意

面 で の ニ
ーズ に応 え、受講生の 幅広 い 教養 の 育成や 国際的 な コ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 能 力の 促

進 に も貢献 で きる ビジネ ス 英語教育プ ロ グ ラ ム の P∫能性 を示 唆 す る も の で あ る 。

D
教材 は 、SocieJ 　Psychology 〔Myers，2005） MeGraw　Hin ，魴 θ Socia／ Anime／ （Aronson，2004） Worth

Publ 　ishers，　 lne．か らの 抜粋 、イ ン ターネ ッ トよ り トピ ッ ク に 関 連 し た 記 事 を プ リ ン トア ウ トに て 配 布．
2〕

攤 P の 運黔 と簸 一
こ れ で 厚 本 の 齬 教渤 ご変 わ る （2000 ）深 山 晶子 編 集、三 修 社　第 5 章 参 照。
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